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活　動　名

関係する学校

こんな
活動です

基
本
デ
ー
タ

活動区分 ※H26年度の実績（補助の有無についてはH27年度の状況）

土曜日の
教育活動

コーディネーター数 子供の平均
参加人数 開始年度 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO

との連携

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO
との連携

放課後
子供教室

コーディネーター数 子供の平均
参加人数 年間開催日数 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO

との連携

実　施　場　所 開始年度 放課後児童クラブとの連携

コミュニティ・
スクール

指　定　日 委員数 児童生徒数 学級数

地域の復興に向けて、 
子供の生きる力・親力を築く学校と地域の連携事業！

宮城県仙台市

東四郎丸小学校学校支援地域本部
（アーチ＊かにっこ）

東四郎丸小学校

　

	学校支援
地域本部

	 コーディネーター数	ボランティア登録数 	 開始年度	 国庫補助	 学習支援	 ICT活用	 企業·NPO
との連携

	 	 0 人	 125 人	 22 年度	 有	 有	 無	 有

　
　

　

活
動
の
概
要
・
経
緯

　平成22年度に，「東四郎丸小学校学校支援地域本部（アーチ＊かにっこ）」として、本部事業がスタートし、今年度で６年目
を迎える。
　「東中田復興プロジェクト」と題して、隣接した３つの小学校のスーパーバイザーと学校が連携して「かにっこ和太鼓隊」を
結成し、子供の生きる力・親力を築くとともに、被災地となり、元気を失った地域の震災からの復興に取り組んでいるところ
である。３つの小学校から集まった子供たちや中学生、保護者、PTA、教員、スーパーバイザー延べ500人がつながって地域
の人たちに元気を与え、地域の活性化につながっている。親子で参加している家族も増え、地域の人たちや保護者と子供の触
れ合いの輪が広がり、新たな学校と地域の連携の形を作っている。

■特　　徴
【特徴的な活動内容】
・	生活・学習サポーター５名/給食サポーター３名/米・野菜サポーター２名
・	学級懇談会の見守り(社会学級の方たち担当５名）
・	夏休み・冬休み勉強会(TFJ・東北福祉大学学生担当。児童180名・学生ボランティア20名）
・	東中田復興プロジェクト（袋原中学校区学びのコミュニティ事業。学校の児童と保護者、教員、地域の方たちで和太鼓プロジェクト。登録70名。
活動日12回　発表日７回（四郎丸小フェスティバル	・東四郎丸小ふれあいバザー・かにっこ村の秋まつり・東中田市民まつり・仙台ワークキャ
ンパス・	太白区綱取物語・国連防災世界会議チーム東中田っ子～命を守る～のオープニング）・韓国大学生との交流　(かにっこ和太鼓隊25名）
・	キャリア教育の補助５年生　「さば飯づくり」　PTA20名・遊びの達人１名）
【実施に当たっての工夫】
・	東中田復興プロジェクト･･･袋原中学校区の小学校３校のスーパーバイザーと学校が連携して「かにっこ和太鼓隊」を結成。３つの小学校か
ら集まった子ども、中学生、保護者、PTA、教員、スーパーバイザー延べ500人がつながって地域イベントや国連防災会議等にも参加している。
・	親子で防災・減災学習プログラム･･･「仙台発そなえゲーム」を教員防災研修として行い，地域で災害に対する意識を高めることができた。

■事業を実施して
・	周辺の小学校３校の小学校の連携により、地域同士、親子・保護者同士の絆が生まれ、地域で子供を育てるという意識がしっかり根づいている。
・	地域防災についても「そなえゲーム」の実践などにより、心の準備や防災の重要性などがしっかり住民に理解されており、学校の防災訓練で
もその研修を活かした迅速な訓練が実施できている。

■その他
・	東四郎丸児童館の指定管理者のNPO法人「にこにこの家」等と連携しながら、学校行事や地域での催物等で幅広いつながりを見い出した。
・	学習支援については、放課後、夏季・冬季休業の時間を活用し、補習的な取組を地域住民が中心となって行った。
■

■ 　

かにっこ和太鼓隊の様子 親子で防災・減災プログラム


